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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘによる結晶方位の定量には２つのモードがある。 

  Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ 

  Ｍｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ 

 Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ ＭｅｔｈｏｄはＥｕｌｅｒ空間のＢＯＸを指定して定量を行う。 

 Ｍｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄは関数近似で定量を行う。 

 Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄの画面は、 

  

 この画面のＢａｃｋｇｒｏｕｎｄとＴｈｅ Ｒｅｓｔの違いは？ 

 を以下にデータを作成して説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



評価データ 

  

 ｃｕｂｅ：４０％、ｃｏｐｐｅｒ：３０％、Ｓ：２０％、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ１０％ 

 

    ｂａｃｋｇｒｏｕｄ＝１０％ 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析結果のＭｉｎの値がｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ 

 しかし、実際の解析データでは、ＭＩｎは乱れる。 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙのＲａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ解析でｒａｎｄｏｍｐｒｏｆｉｌｅから判断する 

 

 

 

 



Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ解析 

  

  

  Ｇａｕｓｓ関数で作成しているはみだし分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ解析（Ｃｕｂｅ方位未指定） 

  

  

 

  未定量＋はみ出し 

 

 極点図のバックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ処理が正確であれば 

 Ｂａｃｋｇｏｒｕｎｄはｒａｎｄｏｍ量％が計算されています。 

 Ｒｅｓｔは未定量％を表しています。 

 


